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奈良大学外国語科目履修生に対するアンケー ト調査

ReseachforthestudentsoftheForeignLanguage

田中 良(教 養部 ・助教授)

1.研 究 目的 ・内容

外国語科 目の新 しいカ リキュラムに対する学生の反応を調べるとともに、外国

語全般に対す る学生の意識を調査する。

2.研 究方法 ・計算 方法

SPSSを 用 いて、 ア ンケ0ト 調査 の統計処理 を行 った。

3.研 究成果

第一 に、2回 生 の外国語科 目を英語 を含 めた語学選択にした場合、50%が 英語、

30%が 中国語、10%強 が ドイツ語、10%弱 が フランス語 を選択希 望 して いること

がわか った。

第二に、必修以外に外国語科 目を履修 したいと思 う学生が36%、 その うち 「入

門 スペイ ン語」 を選 ぶ学生が70名 、 「入 門朝鮮語」 は66名 いることがわか った。

4.発 表 ・出版実績 または予定
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